
　
沼
尻
茂
と
い
っ
て
も
、
知
っ
て

い
る
人
は
少
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

沼
尻
家
は
、
谷
田
部
城
主
・
谷
田

部
氏
（
城
主
・
岡
見
氏
の
説
も
あ

る
）
の
系
統
で
あ
る
沼
尻
志
摩
の

末
流
で
、
の
ち
に
水
海
道
に
移
り

住
み
、
農
業
を
営
ん
で
い
た
。

　
明
治
30
年
３
月
20
日
生
ま
れ
の

沼
尻
茂
氏
18
歳
の
春
、
小
学
校
の

代
用
教
員
に
な
っ
た
の
を
き
っ
か

け
に
、
27
年
間
教
員
生
活
を
続
け
、

昭
和
18
年
46
歳
で
第
二
次
世
界
大

戦
に
応

お
う
し
ょ
う
召
。
栃
木
県
の
足
尾
俘ふ

虜り
ょ

収
容
所
長
を
2
年
間
や
っ
た
の
が

運
命
の
別
れ
道
で
、
終
戦
と
同
時

に
そ
の
責
任
者
と
し
て
軍
事
裁
判

に
か
け
ら
れ
、「
我
々
の
俘
虜
を
虐

待
し
た
者
を
含
む
一
切
の
戦
争
犯

罪
人
に
対
し
て
は
、
厳
正
な
処
罰

が
加
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
…
」
と

州
藩
萩
の
牢
屋
敷
、
野
山
獄
中
で

孟も

う

し子
の
講
義
を
行
な
っ
た
吉
田
松

陰
を
思
わ
せ
る
。

　
18
年
の
刑
で
あ
っ
た
が
、
拘
置

所
内
で
の
活
動
評
価
が
高
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
足
掛
け
8
年
で
幽ゆ

う

囚
し
ゅ
う

生
活
か
ら
解
放
。
昭
和
28
年
1

月
釈
放
さ
れ
て
帰
郷
後
、
水
海
道

市
の
選
挙
管
理
委
員
長
、
教
育
長

と
し
て
縦
横
に
敏
腕
を
振
る
わ
れ

た
の
ち
、
38
年
66
歳
の
時
、
水
海

道
市
議
選
に
立
候
補
し
て
当
選
。

衆
望
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、

初
当
選
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
議

会
議
長
に
選
ば
れ
、
８
年
間
務
め

ら
れ
た
。

　
氏
は
教
員
当
時
か
ら
、
常
に
報

徳
の
精
神
を
説
か
れ
、
教
育
の
基

本
を
二
宮
尊
徳
の
「
至
誠
」「
勤
労
」

「
分
度
」「
推
譲
」
の
四
つ
の
教
え

を
守
る
こ
と
と
信
じ
て
い
た
。
ま

た
、
戦
前
に
は
当
時
の
秋
山
水
海

道
町
長
に
懇
願
し
、
勤
務
校
で
あ

っ
た
水
海
道
小
と
大
生
小
に
二
宮

金
次
郎
の
銅
像
建
立
を
実
現
し
た
。

　
教
育
者
か
ら
、
俘
虜
収
容
所
長
、

戦
争
犯
罪
者
、
市
議
会
議
員
、
と

千
変
万
化
の
人
生
を
送
ら
れ
た
沼

尻
茂
氏
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
61
年

い
う
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
第
十
条
に
よ

っ
て
、
Ｂ
級
戦
犯
と
し
て
18
年
の

刑
を
言
い
渡
さ
れ
、
巣す

が

も鴨
拘こ

う
ち
し
ょ

置
所

に
収
容
さ
れ
た
。

　
戦
争
が
も
た
ら
し
た
悲
し
い
出

来
事
で
あ
っ
た
。
足
尾
で
の
米
軍

俘
虜
の
死
亡
事
件
で
、
氏
の
俘
虜

に
対
す
る
虐
待
が
あ
っ
た
、
と
の

口
述
書
が
あ
っ
た
の
だ
。
そ
の
後
、

米
軍
少
佐
と
米
軍
医
の
口
述
書
で
、

虐
待
の
事
実
は
な
く
、
死
因
は
心

臓
マ
ヒ
で
あ
っ
た
と
判
明
し
た
も

の
の
、
敗
戦
の
悲
哀
で
あ
ろ
う
か
、

判
決
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。

　
巣
鴨
拘
置
所
で
は
、
Ａ
級
戦
犯

で
あ
っ
た
元
外
務
大
臣
の
重

し
げ
み
つ
ま
も
る

光
葵

氏
の
援
助
を
受
け
、
米
軍
最
高

司
令
部
の
モ
ス
博
士
の
提
案
等
も

あ
っ
て
、
巣
鴨
拘
置
所
内
に
巣
鴨

学
園
と
い
う
名
の
学
校
を
開
設
し
、

そ
こ
の
学
園
長
に
推
さ
れ
、
学
園

生
み
の
親
と
し
て
最
も
困
難
な
時

期
、
長
期
に
わ
た
っ
て
職
責
を
完

全
に
遂
行
さ
れ
た
。
ま
る
で
長

春
の
叙
勲
で
は
勲
六
等
単
光
旭
日

章
の
栄
誉
を
賜
っ
た
。
氏
は
、
平

成
10
年
10
月
9
日
、
１
０
１
歳
の

天
寿
を
全
う
し
、
波
乱
に
満
ち
た

生
涯
を
閉
じ
ら
れ
た
。

（
注
記
）

※
巣
鴨
拘
置
所
と
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
後
、
連
合
国
軍
の
占
領
下

に
置
か
れ
、
最
高
司
令
官
総
司
令

部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
の
接
収
に
よ
り

「
ス
ガ
モ
プ
リ
ズ
ン
」
と
改
称
さ

れ
、
戦
争
犯
罪
容
疑
者
が
多
数
収

容
さ
れ
た
施
設
。
昭
和
23
年
12
月

23
日
、
第
40
代
内
閣
総
理
大
臣
東

条
英
機
の
絞こ

う
し
ゅ
け
い

首
刑
が
執し
っ
こ
う行
さ
れ
た

場
所
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

※
現
存
す
る
巣
鴨
中
学
校
・
高
等

学
校
を
運
営
す
る
学
校
法
人
巣
鴨

学
園
が
あ
る
が
、
前
述
の
学
園
と

は
関
係
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
（
小
田
部
芳
美
）

筆
者
所
有
の
沼
尻  

茂
著
述
本
『
楽ら

苦く

我が

記き

　
巣
鴨
雑
記
帳
か
ら
』（
昭

和
63
年
11
月
23
日
刊
行
　
92
歳
）

市議会議長
沼尻　茂

広報みつかいどう
S44.11.20号より
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み
つ
か
い
ど
う
ア
ク
ト
21
は
、

発
足
24
年
に
な
り
ま
す
。
町
の
活

性
化
を
願
っ
て
活
動
を
始
め
ま
し

た
。「
み
つ
の
道
あ
い
の
町
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
藍
染
を
地
域
の
小
中

学
生
に
伝
え
て
作
品
を
文
化
祭
に

展
示
し
多
く
の
人
々
と
の
交
流
を

図
り
ま
し
た
。
ま
た
同
時
に
町
の

方
々
の
趣
味
の
作
品
の
展
示
会
で

賑
や
か
な
交
流
が
出
来
ま
し
た
。

　
現
在
は
「
千
姫
ま
つ
り
」
の
参

加
で
「
千
姫
せ
ん
べ
い
」
と
名
付

け
地
域
の
お
せ
ん
べ
い
を
5
種
ま

と
め
て
販
売
し
多
く
の
皆
様
に
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。
最
近
は
文
化
祭

の
一
環
で
常
総
落
語
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
皆
様
の
お
か
げ
で
第

6
回
目
を
迎
え
る
ま
で
に
な
り
ま

し
た
。
来
年
度
も
行
う
予
定
に
し

て
お
り
ま
す
。
多
く
の
常
総
市
民

の
皆
様
に
文
化
を
…
…
と
い
う
気

持
ち
で
。

　
時
代
と
共
に
メ
ン
バ
ー
の
減
少

と
高
齢
化
で
活
動
が
狭
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
ア
ク
ト
の
活
動
に
興

味
の
あ
る
お
方
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

水
海
道
公
民
館
で
第
二
水
曜
日
に

例
会
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
（
事
務
局
　
梅
澤
三
恵
子
）

　
石
下
地
区
に
お
け
る
古
文
書
関

係
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
と
記
憶
は

定
か
で
あ
り
ま
せ
ん
が
平
成
10
年

以
前
の
頃
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

（
豊
田
城
）
の
一
室
で
古
文
書
の

会
な
る
も
の
が
開
か
れ
て
い
ま
し

た
。
少
し
興
味
が
あ
っ
た
の
で
自

分
も
そ
こ
へ
入
会
し
ま
し
た
（
10

名
前
後
お
ら
れ
た
記
憶
）
。
し
か

し
初
め
て
の
古
文
書
な
の
で
一
目

見
て
こ
れ
は
自
分
に
は
無
理
だ
と

思
い
一
旦
退
会
し
ま
し
た
。
そ
の

後
ど
う
推
移
し
た
の
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
が
、
今
か
ら
15
年
位
前
に

前
述
の
豊
田
城
で
も
学
ん
で
お
り

古
文
書
に
精
通
し
て
い
た
人
見
雄

三
氏
が
新
た
に
会
員
を
募
集
（
市

広
報
誌
掲
載
？
）
し
た
の
を
見
て

再
入
会
し
ま
し
た
。
8
名
位
集
ま

り
常
総
古
文
書
ク
ラ
ブ
が
誕
生
し

ま
し
た
。

　
会
則
も
出
来
そ
れ
か
ら
も
う
20

年
位
経
ち
ま
す
が
、
そ
の
間
民
俗

資
料
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
江
戸

時
代
の
新
井
家
の
古
文
書
を
主
に

学
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
会
員

は
高
齢
者
ば
か
り
で
自
然
減
少
の

兆
し
か
ら
、
昨
年
5
月
に
生
涯
学

習
課
よ
り
各
種
講
座
案
内
の
チ
ラ

シ
に
「
古
文
書
講
座
」
を
掲
載
し

た
と
こ
ろ
何
と
現
会
員
8
名
を
上

回
る
11
名
（
内
2
名
退
会
）
の
申

込
が
あ
り
ま
し
た
。
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
そ
し
て
昨
年
7
月
よ
り

新
会
員
9
名
が
加
わ
り
現
在
17
名

で
近
世
の
古
文
書
を
学
ん
で
い
ま

す
。
自
分
は
20
年
位
古
文
書
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
で

す
。
私
ど
も
よ
り
は
る
か
に
若
い

9
名
の
方
々
に
大
き
な
刺
激
を
受

け
て
い
ま
す
。

　
た
ま
に
は
全
員
で
歴
史
探
訪
な

ど
を
し
な
が
ら
楽
し
く
学
ん
で
い

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
古
文
書
ク
ラ
ブ
活
動
日
：
毎
月

第
2
、
第
4
火
曜
日
に
石
下
文
化

セ
ン
タ
ー
に
て
活
動
。

　
　
　
　
　
　
　
（
秋
葉
竹
由
）

　
結
成
か
ら
61
年
、
長
い
歴
史
を

持
つ
短
歌
会
で
す
。
多
く
の
先
人

た
ち
が
遺
し
て
く
れ
た
歌
集
に
は

短
歌
に
対
す
る
並
々
な
ら
ぬ
熱
意

が
感
じ
ら
れ
只
々
尊
敬
の
一
語
に

尽
き
ま
す
。
現
在
会
員
は
10
名
で

楽
し
み
を
第
一
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
定
例
歌
会
は
毎
月
第
二
水
曜

日
に
市
立
図
書
館
で
行
っ
て
い
ま

す
。

　
図
書
館
で
は
来
館
さ
れ
る
方
々

に
文
化
団
体
の
活
動
を
知
っ
て
い

た
だ
く
機
会
と
し
て
毎
年
「
文
化

サ
ー
ク
ル
作
品
展
」
を
開
催
し
て

お
り
、
私
た
ち
も
自
分
の
短
歌
を

色
紙
に
書
き
展
示
し
て
頂
い
て
い

ま
す
。

　
「
市
民
文
化
祭
短
歌
大
会
」
は

石
下
地
方
短
歌
会
、
常
総
短
歌
会

と
の
3
団
体
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
2
年
間
休
止
し
ま
し

た
が
、
昨
年
に
引
き
続
き
10
月
に

第
56
回
大
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

又
、「
長
塚
節
文
学
賞
」
短
歌
部
門

に
も
毎
年
応
募
し
て
研
鑽
を
積
ん

で
い
ま
す
。
短
歌
を
詠
む
事
に
よ

り
喜
び
は
倍
に
悲
し
み
は
半
減
さ

れ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。「
短
歌
っ

て
難
し
い
の
で
は
？
」
と
思
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
そ
ん
な
事
は
な
い

で
す
よ
。
見
学
に
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
せ
ん
か
！
　
（
松
崎
マ
サ
子
）

古
文
書
に
親
し
む

　
　
　
　
　
古
文
書
ク
ラ
ブ

短
歌
を
親
し
む

　
　
　
水
海
道
地
方
短
歌
会

千
姫
せ
ん
べ
い

　
　
　
　
　
と
落
語
会

　
み
つ
か
い
ど
う
ア
ク
ト
21

　
常
総
市
文
化
協
会
に
は
様
々

な
文
化
芸
術
分
野
の
団
体
が
加

盟
し
て
お
り
、
新
規
の
加
入
や

見
学
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
会
員
だ
よ
り
で
紹
介
さ
れ
た

団
体
は
文
化
協
会
加
盟
団
体
の

一
部
で
す
の
で
、
団
体
に
入
っ

て
み
た
い
、
こ
う
い
う
団
体
を

探
し
て
い
る
等
の
御
希
望
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
事
務
局
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
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本
視
察
研
修
は
、
あ
す
な
ろ
陶

芸
部
の
年
次
の
活
動
計
画
に
組
み

入
れ
て
お
り
ま
し
て
コ
ロ
ナ
禍
が

収
束
に
向
か
う
中
で
本
年
の
企
画

を
部
員
一
同
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
し
た
。

　
今
回
は
東
京
国
立
博
物
館
の
視

察
研
修
と
い
う
こ
と
で
当
部
か
ら

は
７
名
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
視
察
研
修
日
か
ら
５
ケ
月
が
経

っ
て
お
り
記
憶
も
う
す
ら
い
で
る

中
で
の
寄
稿
で
的
を
得
な
い
と
こ

ろ
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
ご
容

赦
願
い
ま
す
。
当
日
朝
の
心
配
さ

れ
た
雨
も
幸
い
降
ら
れ
る
こ
と
な

く
、
連
日
続
い
て
い
た
猛
暑
も
和

ら
ぎ
快
適
な
視
察
日
和
に
恵
ま
れ
、

参
加
の
皆
さ
ん
と
共
に
和
気
あ
い

あ
い
の
バ
ス
ツ
ア
ー
で
博
物
館
に

到
着
い
た
し
ま
し
た
。
日
本
文
化

の
殿
堂
、
入
場
し
て
す
ぐ
の
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
中
央
の
大
理
石
の
大
階

段
な
ど
の
荘
厳
さ
に
目
が
奪
わ
れ
、

国
宝
、
重
文
な
ど
の
文
化
財
が
収

納
展
示
さ
れ
て
い
る
に
ふ
さ
わ
し

い
佇
ま
い
に
感
動
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　
今
回
は
常
設
展
示
の
み
の
見
学

で
し
た
が
、
縄
文
時
代
か
ら
江
戸

時
代
へ
と
時
代
の
流
れ
に
沿
っ
た

日
本
文
化
の
粋
、
ジ
ャ
ン
ル
別
の

仏
像
、
武
具
、
書
画
、
漆
工
、
陶

磁
器
等
々
の
伝
統
工
芸
の
展
示
を

巡
り
ま
し
た
が
、
会
場
は
予
想
以

上
に
広
く
１
日
で
は
鑑
賞
し
き
れ

藝
術
大
学
大
学
美
術
館
へ
。
翌
年
、

笠
間
研
修
の
予
定
が
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
中
止
と
な
り
、
４
年
振
り
と

な
っ
た
研
修
会
の
メ
イ
ン
は
東
博

常
設
展
の
見
学
で
し
た
。

　
市
の
バ
ス
に
乗
り
込
み
、
上
野

に
着
く
頃
に
は
雨
傘
ど
こ
ろ
か
日

傘
の
必
要
な
天
気
に
。
館
内
に
入

っ
て
か
ら
は
、
各
々
自
由
行
動
と

な
り
私
を
含
む
一
部
数
名
は
購
入

し
た
特
別
展
古
代
メ
キ
シ
コ
の
チ

ケ
ッ
ト
を
手
に
先
に
平
成
館
へ
向

か
い
ま
し
た
。
写
真
撮
影
可
な
展

示
に
テ
ン
シ
ョ
ン
も
上
が
り
、
観

た
り
撮
っ
た
り
を
繰
り
返
す
内
に

出
口
が
目
の
前
に
。

　
国
際
子
ど
も
図
書
館
で
の
昼
食

後
は
、
黒
田
記
念
館
に
立
ち
寄
り
、

い
ざ
常
設
展
へ
。
バ
ス
で
来
て
い

る
と
い
う
安
心
感
も
あ
り
、
思
う

存
分
歩
き
回
り
東
博
本
館
内
部
の

展
示
物
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
建
物

ま
で
堪
能
す
る
事
が
出
来
、
充
実

し
た
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
水
海
道
造
形
美
術
研
究
所

　
　
　
　
　
　
　
　
牧
野
真
弓
）

　
常
総
市
文
化
協
会
は
、
芸
術

・
芸
能
・
音
楽
・
歴
史
・
自
然

な
ど
、
31
団
体
と
10
名
の
個
人

会
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
常
総

市
外
郭
団
体
と
し
て
、
常
総
市

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
と
共

に
、
常
総
市
文
化
の
育
成
に
尽

力
し
て
い
ま
す
。
当
協
会
の
担

当
役
員
は
現
在
8
名
で
、
各
分

野
か
ら
の
選
出
と
な
っ
て
居
り

ま
す
。

　
代
表
す
る
文
化
行
事
と
し
て
、

年
間
を
二
期
に
分
け
、
春
期
に

開
催
す
る
「
芸
術
文
化
の
つ
ど

い
」
を
文
化
協
会
、
秋
期
開
催

の
「
常
総
市
民
文
化
祭
」
を
教

育
委
員
会
が
担
当
し
、
互
い
の

会
期
に
は
互
い
に
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
し
、
醸
成
を
図
っ
て
居
り

ま
す
。

　
ま
た
、
参
加
者
の
感
想
を
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

会
員
の
親
睦
と
知
見
を
広
め
る

事
を
目
的
に
、
年
一
回
文
化
協

会
主
催
に
よ
る
視
察
研
修
会
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
や
は
り
、
私
た
ち
の
住
む
町

の
興
隆
に
一
番
重
要
な
の
は
、

16
世
紀
イ
タ
リ
ア
ル
ネ
サ
ン
ス

の
勃
興
の
如
く
、
文
化
興
隆
を

中
心
と
し
た
教
育
で
あ
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
文
化
事
業
へ

の
ご
参
加
と
文
化
協
会
へ
の
御

助
成
を
切
に
お
願
い
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　
　
（
会
長
　
　
中
山
　
治
）

　

会　

長　

中
山　
　

治　

水
海
道
造
形
美
術
研
究
所
主
宰

　

副
会
長　

橋
本　

武
夫　

常
総
市
水
海
道
民
謡
舞
踊
連
合
会
会
長

　

監　

事　

石
山　
　

修
（
個
人
会
員
）
染
色
工
芸
家

　
　
　
　
　

小
田
部
芳
美
（
個
人
会
員
）
郷
土
史

　

会　

計　

梅
澤　
　

隆
（
個
人
会
員
）
竹
工
画

　
　
　
　
　

梅
澤
三
恵
子　

水
海
道
混
声
コ
ー
ラ
ス
代
表

　

庶　

務　

河
合　
　

宏
（
個
人
会
員
）
文
芸

　
　
　
　
　

川
上
み
ち
よ
（
個
人
会
員
）
美
術
家

令
和
５
年 

文
化
協
会

　
　

視
察
研
修
に
参
加
し
て

な
い
展
示
ボ
リ
ュ
ウ
ム
で
し
た
。

　
当
日
は
外
国
の
方
の
入
場
者
も

多
く
、
浮
世
絵
コ
ー
ナ
ー
等
で
は

顔
を
寄
せ
合
う
至
近
で
鑑
賞
す
る

状
況
で
、
外
国
人
の
日
本
文
化
へ

の
関
心
の
強
さ
を
肌
で
感
じ
ま
し

た
。
小
生
、
東
京
国
立
博
物
館
へ

は
恥
ず
か
し
な
が
ら
初
め
て
の
訪

問
で
、
今
回
日
本
文
化
の
足
跡
に

身
近
に
触
れ
る
機
会
を
与
え
て
頂

い
た
文
化
協
会
会
長
は
じ
め
、
お

世
話
頂
い
た
方
々
に
感
謝
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
今
後
も
こ
の
種

の
視
察
研
修
が
企
画
さ
れ
る
こ
と

に
期
待
を
寄
せ
て
お
り
ま
す
。

（
あ
す
な
ろ
陶
芸
部
　
中
森
祥
之
）

　
７
月
９
日
（
日
）
小
雨
降
る
中
、

常
総
市
役
所
に
集
合
し
、
文
化
協

会
主
催
の
研
修
会
で
東
京
国
立
博

物
館
（
以
下
、
東
博
）
へ
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　
前
回
は
２
０
１
９
年
６
月
東
京

東
京
国
立
博
物
館　

研
修
会

　
常
総
市
文
化
協
会
役
員
紹
介
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市
民
文
化
祭

常
総
市
芸
術
文
化
の
つ
ど
い

令
和
５
年
度

令
和
５
年
10
月
21
日
〜

　
　
　
　
　
　

11
月
５
日

令
和
５
年
6
月
29
日
〜

　
　
　
　
　
　

7
月
2
日
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人
物

S
pecial

People

「
里
山
の
魅
力
を
伝
え
ま
す
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

坂
入
　
真
史
さ
ん

　
坂
入
さ
ん
は
現
在
、
大
塚
戸
町
に
あ

る
野
外
研
修
施
設
水
海
道
あ
す
な
ろ
の

里
の
職
員
と
し
て
勤
務
さ
れ
、
今
年
で

10
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
坂
入
さ
ん
は

旧
石
下
町
の
鬼
怒
川
に
か
か
る
石
下
大

橋
の
た
も
と
篠
山
で
生
ま
れ
育
ち
、
現

在
も
故
郷
の
恩
恵
を
受
け
自
身
の
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
活
動
の
拠
点
と
し
て
い
ま
す
。

　
あ
す
な
ろ
の
里
で
は
、
自
然
教
室
と

し
て
「
命
の
つ
な
が
り
」
を
ベ
ー
ス
に

田
ん
ぼ
の
学
習
体
験
や
、
創
作
体
験
指

導
、
里
山
の
自
然
観
察
会
な
ど
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
常
総
市
文
化
協

会
加
盟
団
体
「
自
然
友
の
会
」
の
会
員

で
も
あ
り
、
元
教
員
で
豊
富
な
知
識
を

持
つ
的
場
伸
一
会
長
と
共
に
、
講
師
と

し
て
も
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
く

ば
市
で
は
自
然
科
学
教
育
普
及
団
体
地

球
レ
ー
ベ
ル
で
も
茨
城
県
内
を
中
心
に

地
域
密
着
の
観
察
会
で
指
導
さ
れ
、
執

筆
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
令
和

5
年
度
は
日
本
最
大
級
の
面
積
を
誇
る

低
層
湿
原
の
渡
良
瀬
遊
水
地
第
2
調
整

池
で
、
主
に
栃
木
県
小
山
市
民
の
方
々

へ
動
植
物
の
魅
力
を
伝
え
る
活
動
に
努

め
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
坂
入

さ
ん
が
熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。「
私

の
活
動
の
原
点
は
、
常
総
市
の
里
山
の

魅
力
を
伝
え
、
後
世
に
残
す
活
動
に
従

事
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
す
。
例
え

ば
、
小
貝
川
で
は
約
２
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
河
川
敷
に
希
少
な
絶
滅
危
惧
植
物
が

27
種
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
種
を
保

全
す
る
た

め
毎
年
1

月
に
野
焼

き
を
行
な

っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、

菅
生
沼
は

県
最
大
の

自
然
環
境

保
全
地
域

で
、
鳥
獣

保
護
区
の

特
別
区
に

指
定
さ
れ
毎
年
約
３
０
０
羽
の
白
鳥
の

仲
間
が
飛
来
し
、
特
に
県
内
最
大
の
コ

ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
観
察
地
で
す
。
あ
す
な

ろ
の
里
も
菅
生
沼
の
一
部
で
あ
り
、
こ

の
環
境
の
魅
力
を
知
る
に
連
れ
一
層
調

べ
て
い
き
た
い
衝
動
に
駆
ら
れ
ま
し
た
。

あ
す
な
ろ
の
里
で
の
勤
務
2
年
目
、
茨

城
県
自
然
博
物
館
の
伊
藤
彩
乃
先
生
か

ら
「
菅
生
は
ス
ゲ
（
菅
）
が
多
く
生
え

て
い
る
こ
と
が
名
前
の
由
来
な
ん
で
す

よ
。」
と
お
教
え
い
た
だ
き
、
か
つ
て
水

量
豊
か
だ
っ
た
沼
の
姿
を
表
す
も
の
と

思
い
ま
し
た
。
今
湿
地
は
県
内
各
地
か

ら
消
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
湿
地
植
物
の

宝
庫
「
菅
生
沼
」
の
自
然
環
境
を
保
全

し
て
、
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
こ
と

を
目
的
に
今
後
も
活
動
を
行
な
っ
て
い

き
ま
す
。」

　
常
総
市
に
自
然
は
残
さ
れ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
？
「
例
え
ば
夏
の
風
物
詩

『
ホ
タ
ル
』
は
ま
だ
市
内
に
生
息
し
て

い
ま
す
（
養
殖
や
放
流
ホ
タ
ル
で
は
あ

り
ま
せ
ん
）
。
そ
し
て
、
他
県
で
は
絶

滅
危
惧
と
さ
れ
る
タ
カ
類
も
農
耕
地
や

河
川
が
身
近
で
あ
る
こ
と
か
ら
比
較
的

身
近
に
見
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
化
成

肥
料
の
多
用
、
農
薬
の
散
布
、
明
る
い

街
づ
く
り
な
ど
人
間
の
く
ら
し
の
変
化

な
ど
で
姿
を
消
し
た
と
さ
れ
る
動
植
物

は
、
簡
単
に
は
戻
ら
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
私
は
観
察
会
を
行
う
と
き
、〈
ど

ん
な
環
境

で
も
、
観

察
で
き
る

生
き
物
が

い
な
い
場

所
は
な
い
〉

と
考
え
て

い
ま
す
。

急
速
な
環

境
変
化
の

中
で
、
適

応
能
力
の

高
い
生
き

物
は
逆
境

に
耐
え
て
生
息
し
て
い
る
の
で
強
力
な

生
き
残
り
戦
略
・
繁
殖
戦
略
等
々
の
観

察
も
楽
し
め
ま
す
。

　
今
後
の
私
の
目
標
は
、
何
か
目
的
を

見
つ
け
、
将
来
博
物
館
や
大
学
で
研
究

し
た
り
、
あ
る
い
は
趣
味
と
し
て
生
き

物
を
観
察
し
た
り
す
る
子
ど
も
た
ち
が

増
え
て
い
く
た
め
の
、
そ
の
足
掛
か
り

に
な
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
」
と

思
い
や
抱
負
を
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
熱
い
情
熱
を
も
っ
て
動
植
物
の
研
究

・
観
察
・
後
進
の
育
成
に
全
力
を
傾
注

す
る
坂
入
さ
ん
！
地
元
の
自
然
文
化
の

継
承
者
と
し
て
、
坂
入
さ
ん
の
ま
す
ま

す
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
、
こ
れ
か
ら
も

応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
田
部
芳
美
） 「里山の動植物観察」逆井城跡公園にて

「小山市渡良瀬遊水池ガイド協会の方々と」菅生沼にて
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長
塚
節
の
散
文
に
『
月
見
の
夕
べ
』
と
い

う
明
治
36
年
に
発
表
さ
れ
た
写
生
文
が
あ
り

ま
す
。
内
容
は
、
水
海
道
か
ら
石
下
に
帰
る

ま
で
の
道
中
を
描
い
た
も
の
で
す
。（
紙
面
の

都
合
で
抜
粋
し
、
旧
字
な
ど
原
文
を
用
い
て

い
ま
す
。）

　
家
か
ら
の
出
が
非
常
に
遅
か
っ
た
も
の
だ

か
ら
、
ソ
コ
ソ
コ
に
用
は
足
し
た
が
、
知
り

合
い
の
店
先
で｢

イ
ヤ
今
夜
は
、
冴さ

え
ま
し
ょ

う
ぜ
、
こ
れ
で
は
。
今
朝
か
ら
の
塩あ
ん
ば
い梅
で
は
、

ど
う
も
難
し
い
と
思
っ
て
ま
し
た
が
。
ま

あ
、
こ
れ
じ
ゃ
麦
が
採
れ
ま
し
ょ
う
。
十
五

夜
が
冴
え
り
ゃ
あ
、
麦
は
大
丈
夫
採
れ
る
と

い
う
ん
で
す
か
ら
。
ど
う
か
、
そ
う
し
た
い

も
の
で
。｣

な
ど
と
云
う
主
人
の
話
を
聞
い
た

り
し
て
い
た
の
で
、
水
海
道
を
出
た
の
は
五

時
過
ぎ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
尻
を
十
分
に

巻
く
し
揚
げ
て
セ
ッ
セ
と
歩
く
。
落
ち
か
け

た
日
が
、
斜
め
に
照
ら
し
掛
け
る
の
で
、
自

分
の
影
は
ヒ
ョ
ロ
ヒ
ョ
ロ
と
し
た
尖と
が

っ
た
頭

に
な
っ
て
、
野
菊
の
花
や
蓼た
で

の
花
を
突
き
越

し
て
蕎そ
ば
ば
た
け

麦
畑
へ
映
る
。
そ
れ
か
ら
粟
あ
わ
ば
た
け
畑
、
そ

れ
か
ら
芋
い
も
ば
た
け
畑
と
段
々
に
移
っ
て
行
く
。
小
山

戸
を
通
り
抜
け
て
中
妻
へ
掛
る
。
速
力
は
ズ

ン
ズ
ン
加
わ
っ
て
来
る
。
こ
う
し
て
歩
い
て

い
る
間
に
、
少
な
く
と
も
三
、
四
人
、
六
、

七
人
位
の
連
中
が
男
女
混
合
で
ヨ
タ
ヨ
タ
と

や
っ
て
来
る
の
に
出
っ
く
わ
せ
る
。
大
抵
は

若
い
同
志
で
、
何
れ
も
草わ

ら
じ鞋

ご
し
ら
え
で
あ

る
。
そ
れ
が
た
え
ず
出
っ
く
わ
せ
る
。
こ
れ

ら
の
者
は
、
み
な
大
宝
帰
り
な
の
で
往
復
に

し
て
は
、
十
三
、
四
里
も
あ
る
の
だ
か
ら
、

少
し
は
ビ
ッ
コ
引
く
の
も
仕
方
が
な
い
が
、

草く
た
び臥

れ
て
仕
舞
っ
た
と
云
う
塩
梅
は
、
多
少

の
滑
稽
を
交
え
て
い
る
。(

中
略)

　
日
の
入
る
の
は
、
早
い
も
の
で
、
柿
の
木

や
樫
の
木
の
間
か
ら
キ
ラ
キ
ラ
と
光
っ
て
見

え
た
光
が
、
中
妻
を
出
抜
け
る
と
、
サ
ワ
サ

ワ
と
西
へ
向
い
て
靡な

び

い
て
い
る
芒

す
す
き

の
穗ほ

に
掛

っ
て
見
え
る
。(

中
略)

　
草
鞋
ご
し
ら
え
の
連
中
も
通
ら
な
く
な
る
。

お
終
い
に
、
十
三
、
四
位
な
子
供
が
二
人
で

ヨ
ボ
ヨ
ボ
や
っ
て
来
た
。｢

早
く
家
に
成
れ
ば

良
い
な
ぁ｣

と
い
う
顏
を
し
て
歩
い
て
い
る
。

遊
び
仲
間
で
相
談
が
纏ま

と

ま
り｢

後
ろ
の
竹
さ

ん
も
大
宝
へ
行
く
っ
ち
ゅ
う
か
ら
、
俺
も
行

っ
て
良
か
ん
べ
ェ｣

と
云
っ
た
よ
う
な
事
を

お
袋
に
ね
だ
っ
た
末
に
、
単ひ
と
え
も
の

衣
物
の
腰
上
げ

を
下
ろ
し
て
貰
い｢

悪
さ
な
ん
ぞ
し
て
、
汚

す
ん
じ
ゃ
ね
え
ぞ｣

と
戒
い
ま
し

め
ら
れ
て｢

そ
う
れ
、

お
父
つ
っ
あ
げ
、
隱
し
て
遣
る
ん
だ
か
ら｣

と
白は
く

銅ど
う

一
つ
あ
と
か
ら
蝦が

ま

く

ち

蟇
口
へ
入
れ
て

貰
っ
て｢

人
混
み
の
中
で
、
は
ぐ
れ
ち
ゃ
い

か
ね
え
ぞ
。
二
人
で
よ
う
く
、
つ
か
ま
っ
て

行
く
ん
だ
ぞ｣

と
云
わ
れ
た
こ
と
ま
で
、
何

で
も
ウ
ン
ウ
ン
と
聞
き
流
し
て
、
嬉
し
ま
ぎ

れ
に
急
い
で
行
っ
て
、
大
蛇
の
見
世
物
で
一

銭
、
ろ
く
ろ
首
の
見
世
物
で
一
銭
、
軽か
る
わ
ざ業
で

一
銭
五
厘
、
そ
れ
か
ら
団
子
を
一
皿
喰く

っ
て
、

お
替
り
を
云
う
こ
と
が
出
来
ず
に
し
ま
っ
て
、

梨な

子し

を
買
っ
て
柿
を
買
っ
て
、
芋い

も
く
し串

を
買
っ

て
、
八
幡
太
郎
の
絵
本
を
買
っ
て
、
風
船
玉

も
買
い
た
か
っ
た
が｢

無
駄
な
物
な
ん
ぞ
買
っ

て
来
た
ら
聴き

か
ね
え
か
ら｣

と
、
家
で
云
わ
れ

て
来
た
為
に
、
そ
れ
は
諦
あ
き
ら

め
て
、
よ
っ
ぱ
ら

さ
ん
ざ
遊
ん
で
帰
っ
て
来
た
の
で
、
途
中
か

ら
よ
く
よ
く
に
草く

た
び臥

れ
て
仕
舞
い
、
今
日
の

面
白
か
っ
た
話
も
出
な
く
な
っ
て
。｢

早
く
家

に
成
れ
ば
良
い
な
あ｣

と
思
い
な
が
ら
行
く
の

で
あ
ろ
う
。
罪
の
な
い
事
だ
と
思
っ
て
振
り

返
っ
て
見
る
と
遙は

る

か
に
隔
た
っ
た
。
自
分
の

歩
く
の
が
早
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。(

中
略)

　
五
箇
ま
で
来
れ
ば
、
石
下
へ
の
半
分
道
で
、

此
処
か
ら
は
野の

じ路
ば
か
り
に
な
る
。
常
に
行

き
馴
れ
た
間
道
な
の
で
あ
る
。(

中
略)

　
し
ば
ら
く
歩
行
い
て
い
る
う
ち
に
、
其そ

こ処

此こ

こ処
の
森
か
ら
田
を
隔
て
て
ポ
ン
ポ
ン
ポ
ン

ポ
ン
と
云
う
音
が
聞
え
出
し
た
。
子
供
ら
が

卷ま
き
わ
ら藁
を
打
ち
出
し
た
の
で
あ
る
。
自
分
が
ま

だ
幼
少
の
時
分
に
、
良
く
し
た
事
で
あ
る
が
、

手
頃
に
藁わ
ら

を
束
ね
て
繩
で
ギ
リ
ギ
リ
卷
い
て
、

そ
い
つ
を
擔に
な

い
て
は
家
々
の
庭
へ
行
っ
て
、

力
一
杯
に
叩
き
廻
る
の
で
あ
る
。
そ
の
叩
く

と
共
に
、｢

大
麦
小
麦
、
三
角
畑
の
蕎
麦
あ
た

れ｣

と
皆
で
声
を
揃
え
て
叫
ぶ
の
で
あ
っ
た
。

卷
藁
の
中
へ
芋い
も
か
ら殻
の
干
し
た
の
を
入
れ
る
と

音
が
良
い
と
云
っ
て
、
拵
こ
し
ら

え
て
貰
っ
た
事
で

あ
っ
た
。
今
叩
い
て
い
る
子
供
等
も
、
い
か

に
樂
し
い
事
で
あ
ろ
う
と
思
っ
た
。
自
分
は

こ
の
卷
藁
の
音
が
非
常
に
好
き
で
、
殊
に
眩
ま
ば
ゆ

い
よ
う
な
蕎
麦
畑
の
中
へ
立
っ
て
、
こ
の
卷

明
治
期
の
水
海
道
か
ら
石
下
へ

  

　
　
　
　
　
　
　
河
合
　
宏

藁
を
聞
く
の
は
何
と
も
云
え
な
い
善
い
感
じ

が
す
る
の
で
あ
る
。
こ
ん
な
事
を
思
い
浮
べ

な
が
ら
、
石
下
へ
着
い
た
。
石
下
の
町
で
は
、

明
か
り
は
真
っ
赤
に
点
い
て
い
る
。
洋ら

ん
ぷ燈
の

下
で
夕ゆ
う
げ餉
を
し
た
た
め
て
い
る
家
が
あ
っ
た
。

そ
う
し
て
そ
の
家
の
表
へ
供そ

な

え
た
机
の
上
の

団
子
を
猫
が
咥く
わ

え
出だ

し
て
、
机
の
下
の
暗
が

り
で
噛か

じ

っ
て
い
る
を
夕
餉
の
人
々
は
知
ら
ぬ

げ
で
あ
っ
た
。
外
は
賑
か
で
、
月
は
愈い
よ
い
よ々

冴さ

え
ま
さ
っ
た
。｢

こ
れ
で
は
麦
が
採
れ
る
だ
ろ

う｣

と
思
っ
た
。

　
さ
て
、
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
場
所
な
ど

を
想
像
出
来
ま
す
か
？

　
三
坂
新
田
町
周
辺
は
、
道
の
駅
「
常
総
」

や
農
業
施
設
等
が
整
備
さ
れ
、
昔
の
面
影
は

な
く
な
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
道
路
が
整
備

さ
れ
、
国
道
２
９
４
号
線
が
走
り
、
関
東
鉄

道
常
総
線
も
あ
り
、
水
海
道
と
石
下
は
２
、

30
分
で
行
き
来
出
来
る
よ
う
に
自
転
車
や
自

動
車
等
が
発
達
し
ま
し
た
。

▶
茨
城
縣
常
陸
國
筑
波
郡
上
郷
村
及
下
總
國

　
豊
田
郡
中
妻
村
（
迅
速
測
図
原
図
）
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本
年
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
も
落
ち
着
き
各
地

で
も
様
々
な
行
事
が
復
活
し
ま
し
た
。

　
常
総
市
で
も｢

芸
術
文
化
の
集
い｣

や
東
京

国
立
博
物
館
へ
の
文
化
協
会
視
察
研
修
会
、

｢

市
民
文
化
祭｣

を
開
催
し
、
各
団
体
の
活
動

発
表
の
場
を
設
け
る
事
が
出
来
、
参
加
さ
れ

た
皆
様
の
生
き
生
き
し
た
動
き
、
明
る
い
笑

顔
を
久
し
ぶ
り
に
見
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
交
流
機
会
が
な
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
段
々
以
前
の
賑
わ
い
を
戻
し

つ
つ
あ
る
文
化
事
業
で
す
が
、
全
国
的
に
は
、

高
齢
化
に
よ
る
会
員
の
減
少
等
で
、
活
動
が

縮
小
さ
れ
て
い
る
団
体
等
も
出
て
き
て
い
ま

す
が
、
地
域
の
交
流
を
永
く
続
け
ら
れ
る
よ

う
元
気
で
長
生
き
に
努
め
、
市
内
の
子
供
た

ち
が
、
自
分
の
住
む
常
総
市
が
ど
の
よ
う
な

街
か
、
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
な

文
化
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
う
こ
の
頃

で
す
。

　
ま
た
、
道
の
駅
「
常
総
」
が
オ
ー
プ
ン
し

て
県
内
外
か
ら
沢
山
の
方
が
、
訪
れ
る
よ
う

に
な
り
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
常
総
市
の
歴
史

や
芸
術
文
化
を
今
以
上
に
沢
山
の
方
々
に
周

知
で
き
る
よ
う
な
こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
河
合
）

常
総
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

　
　
　
（
常
総
市
役
所
石
下
庁
舎
内
）

　
常
総
市
新
石
下
４
３
１
０
─

１

電
　
話 

０
２
９
７
─

３
０
─

８
８
８
０

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
９
７
─

４
４
─

７
６
４
６

事
務
局

　
令
和
５
年
度
の
本
校
吹
奏
楽

部
は
、
１
～
3
年
生
で
19
名
が

所
属
し
て
い
ま
す
。
近
年
は
部

員
数
の
減
少
に
悩
ん
で
い
ま
す
。

私
た
ち
は
「
地
域
に
愛
さ
れ
る

バ
ン
ド
で
あ
り
、
音
楽
を
聞
い

て
く
だ
さ
る
方
と
共
に
感
動
し

よ
う
！
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
、

日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
制
限
も

緩
和
さ
れ
、
コ
ン
ク
ー
ル
や
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
演
奏
を
披

露
す
る
機
会
も
増
え
、
充
実
し

た
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
日
々
の
練
習
内
容
を

自
分
た
ち
で
考
え
工
夫
し
、
協

力
し
合
い
な
が
ら
取
り
組
ん
で

き
た
結
果
、
コ
ン
ク
ー
ル
で
は

県
大
会
に
出
場
す
る
ま
で
成
長

し
ま
し
た
。
演
奏
後
の
達
成
感

や
温
か
い
拍
手
を
い
た
だ
い
た

時
の
感
動
は
、
生
徒
た
ち
に
と

っ
て
心
の
栄
養
と
な
り
、
ス
テ

ッ
プ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
出

身
の
イ
リ
ー
ナ
さ
ん
と
の
コ
ラ

ボ
演
奏
な
ど
、
貴
重
な
経
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
生
徒
一
人
一
人
の
可
能
性
は

無
限
大
。
3
年
間
の
成
長
は
著

し
い
も
の
で
、
本
番
の
ス
テ
ー

ジ
上
で
発
揮
す
る
想
像
以
上
の

力
は
胸
を
打
た
れ
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
地
域
に
愛
さ
れ
る
バ

ン
ド
と
し
て
よ
り
よ
い
演
奏
が

で
き
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

（
吹
奏
楽
部
顧
問

　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
桂
子
）

石
下
西
中
学
校
吹
奏
楽
部

市
内
　
　
　
　 

吹
奏
楽
部
紹
介

小
中
学
校

高
等
学
校

虎
落
笛
漬
物
石
の
沈
み
た
る
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
　
　
武

さ
ら
さ
ら
と
齢
過
ぎ
ゆ
く
水
の
秋
　
　
　
　
　
安
藤
　
陽
子

寄
り
掛
か
る
柱
涼
し
き
母
の
家
　
　
　
　
　
　
草
間
　
土
居

掌
に
な
じ
む
益
子
の
茶
碗
春
隣
　
　
　
　
　
　
坂
本
　
幸
子

や
は
ら
か
き
少
女
の
髪
や
豆
の
花
　
　
　
　
　
添
野
　
眞
一

外
に
出
よ
と
誘
ふ
夫
と
十
三
夜
　
　
　
　
　
　
染
谷
て
る
子

父
の
日
の
傘
立
に
あ
る
父
の
杖
　
　
　
　
　
　
高
島
つ
よ
し

野
の
香
り
厨
に
放
つ
よ
も
ぎ
餅
　
　
　
　
　
　
田
中
　
冬
泉

ど
の
道
を
行
き
て
も
風
の
刈
田
か
な
　
　
　
　
栃
木
絵
津
子

今
を
生
き
る
み
ん
み
ん
蝉
の
声
高
し
　
　
　
　
野
口
　
光
江

刃
を
入
れ
て
冬
至
南
瓜
の
し
た
た
か
や
　
　
　
広
瀬
詩
華
子

合
格
を
祝
ひ
し
膳
の
お
で
ん
湯
気
　
　
　
　
　
芳
師
渡
節
子


